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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章



1総会通知

公益社団法人埼玉県獣医師会第66回定時総会
並びに　埼玉県獣医師政治連盟総会開催

　定款第１４条に基づき定時総会を次のとおり開催いたしますので、会員の皆様多数のご出席をお願いします。
なお、準備の都合上、出欠について、₅月２７日（火）までに本会報に同封のハガキ（｢ 出欠
報告・委任状 ｣）にてご報告（ハガキを返送）下さい。

公益社団法人埼玉県獣医師会第６6回定時総会開催

₁．日時　平成２6年₆月１1日（水）
　　　　　午後₂時００分（受付　午後１時から）

₂．場所　さいたま市「大宮ラフォーレ清水園」

₃．日程
　⑴　開会のことば
　⑵　埼玉県獣医師会員憲章の唱和
　⑶　物故会員に対し黙祷
　⑷　会長あいさつ
　⑸　議長等選出
　⑹　議事録署名人および書記の指名
　⑺　議事
　　報告事項
　　平成２６年度事業計画および収支予算に関する件
　　決議事項
　　第１号議案　�平成２５年度事業報告の承認に関

する件

　　第₂号議案　平成２５年度決算の承認に関する件
　　第₃号議案　�平成２６年度会費（負担金）及び入

会金（案）に関する件
　　第₄号議案　�平成２６年度一時借入金の最高限

度額および借入・預入先金融機
関の決定に関する件

　　第₅号議案　平成２６年度役員報酬に関する件
　　付帯決議
　⑻　�祝寿表彰および記念品贈呈・功労会員証の

贈呈
　　　感謝状の贈呈
　　　野生生物保護功労者表彰状の伝達
　⑼　新入会員の紹介
　⑽　来賓祝辞
　⑾　来賓紹介
　⑿　祝電披露
　⒀　閉会のことば

註：総会終了後、来賓を交えて懇親会を開催致しますので多数ご参加願います。（参加費　会員 ５，０００円）

　前記の埼玉県獣医師会第６６回定時総会開催に先
だち、平成２６年₆月１１日（水）午後₁時２０分から、
埼玉県獣医師会総会会場（さいたま市「大宮ラ
フォーレ清水園」）において開催しますので関係
会員多数のご出席をお願いいたします。

₁．日時
　　平成２６年₆月１１日（水）
　　午後₁時２０分（受付　午後１時から）
₂．場所
　　さいたま市「大宮ラフォーレ清水園」
₃．日程
　⑴　開会

埼玉県獣医師政治連盟総会開催
　⑵　理事長挨拶
　⑶　来賓祝辞
　⑷　議長選出
　⑸　議事
　　第₁号議案　平成２５年事業報告および収支決

算の承認に関する件
　　第₂号議案　平成２６年事業計画および会費徴

収（案）に関する件
　⑹　閉会
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事務連絡
平成26年₄月10日

地方獣医師会会長 各位

公益社団法人 日本獣医師会
専務理事 矢ケ崎忠夫

愛知県における犬のエキノコックス症感染事例について（情報提供）

　このことについて、平成26年₄月₈日付け事務連絡をもって、厚生労働省健康局
結核感染症課から、別添のとおり通知がありました。下記参考資料も参考にしてい
ただき、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。
　このたびの通知は、愛知県で捕獲された犬において、犬のエキノコックス症の感
染が認められたとの報告があったので、本事例について、本会会員への周知ととも
に、「犬のエキノコックス症対策ガイドライン2004－人のエキノコックス症予防の
ために－」の活用等について、周知を依頼されたものです。

記
　₁「エキノコックス症の犬」
　　　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/pdf/02-06.pdf
　₂「犬のエキノコックス症対策ガイドライン2004
� ―人のエキノコックス症予防のために―」
　　　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou18/pdf/05-03.pdf

※別添　略

事務連絡
平成26年₄月28日

地方獣医師会会長 各位

公益社団法人 日本獣医師会
専務理事 矢ケ崎忠夫

改正薬事法の施行に伴う動物用医薬品の
インターネット販売に関する周知依頼

　このことについて、平成26年₄月21日付け事務連絡をもって、農林水産省消費・
安全局畜水産安全管理課薬事監視指導班長から別添のとおり通知がありました。貴
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会関係者に周知方よろしくお願いいたします。
　このたびの通知は、本年₆月12日に医薬品の販売業に係る改正薬事法が施行され
ることに伴い、インターネット販売の許可取得が容易になる、指示書なしで要指示
医薬品が購入できるようになる等、インターネット販売の基本的枠組みが大きく変
わるとの誤解が生じていることを懸念し、同省で作成された改正薬事法施行後の動
物用医薬品のインターネット販売の基本的枠組みに関するリーフレットについて、
周知を依頼されたものです。

事務連絡
平成26年₄月21日

公益社団法人　日本獣医師会
　　　　　　　　　専務理事　殿

農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課
	 薬事監視指導班長

改正薬事法の施行に伴う動物用医薬品の
インターネット販売に関する周知依頼

　平素は動物薬事行政に関して、多大なる御理解・御協力を賜り感謝申し上げます。
　さて、本年₆月12日に医薬品の販売業に係る改正薬事法が施行されることに伴い、
インターネット販売の許可取得が容易になる、指示書なしで要指示医薬品が購入で
きるようになる等、動物用医薬品のインターネット販売の基本的枠組みが大きく変
わるとの誤解が生じていることを懸念しております。
　このため、改正薬事法施行後の動物用医薬品のインターネット販売の基本的枠組
みに関する別添のリーフレットを作成しましたので、貴会におかれましては、貴会
会員に対し、別添リーフレットの周知に御協力をお願いいたします。
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　この大会・学会への参加は、今年度から原則として事前に申込みいただくこととなりました。
申込方法は事務局に₈月上旬までとなりますが、詳細は、後日、会報にてご連絡いたします。
　参加費及び交流会費は、本会が負担しますので皆様の参加をお待ちしております。

 平成２６年度関東・東京合同地区獣医師大会（山梨）、
獣医学術関東・東京合同地区学会開催案内

[ 交　通 ]　
＊　JR 中央線　　甲府駅より、タクシ－約15分
＊　中央自動車道甲府昭和インターから、東京・大月方面に向かい、最初の信号を左折

【タイムスケジュール】

₉：00 ～　　　 10：00 ～ 12：00 12：00 ～ 13：00 13：00 ～ 14：00 14：15 ～ 15：30 14：15 ～ 16：15 17：15 ～ 19：15

受　付 学　会 昼　　食 大　　会 市民公開講座 学　会 交流会動物用医薬品・機器等展示　　　₂階　玉宝の間　10：00 ～ 16：00

区　分 関東・東京合同地区
獣 医 師 大 会

日 本 産 業 動 物
獣 医 学 会

日 本 小 動 物
獣 医 学 会

日 本 獣 医 公 衆
衛 生 学 会

日　時 平成２６年₉月₇日
13：00 ～ 14：00

平成26年₉月₇日午前の部　10：00 ～ 12：00
　　　　　　　　午後の部　14：15 ～ 16：15

大会・地区学会長
分野別地区学会長

関東地区獣医師会連合会
会長　佐　藤　忠　敬

東京農工大学
白　井　淳　資

日本大学
亘　　　敏　広

東海大学
山　本　茂　貴

会　場
アピオ　　　　　中巨摩郡昭和町西条3600　　　　TEL：055-220-6111

１階　寿の間 ₃階　富士の間 ₂階　栄の間、扇の間　 ₃階　孔雀の間

次　第

〔大　会〕
１　開会の辞
₂　連合会長挨拶
₃　獣医師会功績者表彰
₄　受賞者代表謝辞
₅　来賓祝辞
₆　議長選出
₇　議　事
　⑴　平成25年度経過報告
　⑵　議　案
　⑶　大会宣言
₈　閉会の辞

〔学　会〕　　　　　　　　　〔講演申込み要領〕
１．開会の辞　　　　　　　　１．提出先 : 公益社団法人山梨県
　　　　　　　　　　　　　　　　獣医師会
₂．地区学会長挨拶　　　　　₂．演題・抄録提出期限
　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年6月27日（金）
₃．学会・発表　　　　　　　₃．提出方法：所属地方獣医師
　　　　　　　　　　　　　　　　会を経由
₄．審査委員会　　　　　　　₄．演題 : ₁題₈分 /質問₂分
　　　　　　　　　　　　　　₅．原稿執筆要領 : 別紙
₅．閉会の辞　　　　　　　　₆．審査員： 幹事・学識経験者
　　　　　　　　　　　　　　　　の中から地区学会長に選任さ
₆．優秀論文発表者表彰　　　　　れた者
　　　　　　　　　　　　　　₇．参加費：4,000円（昼食・抄録代）
　　　　　　　　　　　　　　　　交流会：6,000円
　　　　　　　　　　　　　　※　�埼玉県獣医師会会員の参加費

及び交流会費については、全
て本会にて負担します。（参
加無料）

※�学会発表順序、演題は演者の都合により変わることがあります。
※�三学会は学術講演とともに、獣医師生涯研修事業のポイント
取得対象プログラムとして、参加者にポイントが付与されます。

〔市民公開講座〕
「（仮題）人と動物の共通感
染症の最新情報」
14：15 ～ 15：30
₁階　寿の間

〔交　流　会〕
17：15 ～ 19：15
１階　寿の間

担当　山梨県獣医師会

学　　　術
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平成26年度獣医学術関東・東京合同地区学会の発表演題の募集

　平成26年度における当該地区学会の発表演題について、次の「平成26年度獣医学術関東・東京合
同地区学会発表演題募集要領」及び「発表用ファイルの作成方法および注意事項」により募集いた
します。

平成26年度獣医学術関東・東京合同地区学会発表演題募集要領

１　演題の申込方法
　⑴　発表演題の申込及び講演要旨の提出
　　ア　発表演題の申込
　　　�　発表演題申込書に発表学会名、発表者の氏名、所属先の名称、演題名などの必要事項を記

入し、埼玉県獣医師会に提出して下さい。
　　イ　講演要旨の提出
　　　�　講演要旨の記述方法に従い作成の上、発表演題申込書と同様に埼玉県獣医師会にメールに

て送付して下さい。
　⑵　発表演題と講演要旨の提出先

　　　�　なお、埼玉県獣医師会に提出いただいた発表演題申込書と講演要旨は、本会で取りまとめ
の上、次の平成26年度関東・東京合同地区学会事務局（山梨県獣医師会）に送付いたします。

　⑶　申込みと講演要旨提出の締切
　　　講演要旨集の作成上、演題の申込みと講演要旨の提出締切は下記の通りといたします。
　　　【締切】平成26年6月27日（金）　期限厳守

₂　発表について
　⑴　発表演題は、未発表であること。
　⑵　非会員発表者については、参加登録料等を別に定め参加の意向に配慮します。
　⑶　発表は、口演と液晶プロジェクター（１台）により行います。
　　　（時間の都合により紙上発表とすることがあります。）
　⑷　発表時間は、発表₈分、討論₂分の10 分です。時間を厳守して下さい。
　⑸　発表には、原則として学会で用意するパソコンを使用して下さい。
　⑹�　発表用ファイルは、パワーポイントファイル（Microsoft Powerpoint 2003～2010）により作
成し、CD-Rに保存したものを、下記の締切日までに指定の宛先に送付して下さい。

　　　※発表用ファイルの作成および発表上の注意事項、CD-R送付方法及び宛先等については、
　　　　発表用ファイルの作成方法および注意事項をご参照下さい。

〒330-0835　さいたま市大宮区北袋町1-340
　　　　　　公益社団法人埼玉県獣医師会　事務局
　　　　　　TEL：048-645-1906　FAX：048-648-1865
　　　　　　E-mail：s-vma@vesta.ocn.ne.jp

〒400-0858　山梨県甲府市相生₂丁目15-12
　　　　　　公益社団法人山梨県獣医師会 内
　　　　　　平成26年度関東・東京合同地区学会事務局
　　　　　　TEL：055-226-3505　FAX：055-226-3942
　　　　　　E-mail：juisikai@tempo.ocn.ne.jp
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　⑺　発表用ファイル提出の締切
　　　【締切】平成26年₈月22日（金）　必着のこと

₃　発表要旨の記述方法
　⑴　Windows 版Microsoft Word を用い、別添の記入例を参考に作成して下さい。
　　　用紙はＡ₄版を使用して１頁とします（上下左右30mm 程度余白をとる）。
　⑵�　演題（14ポイント、ゴシック体、左寄せ）は一行目、一行空けて発表者の氏名（12ポイント、

明朝体、太字、右寄せ）、その下に所属（10.5ポイント、明朝体）を記入して下さい。
　　�　共同研究者があるときは、発表者には○印を付し、共同研究者全員の氏名の右上方に所属を
示すために下記の例のように番号をつけて下さい。

　　　例：○山梨太郎1　　　　日本次郎2　　　　関東三郎3

　⑶�　発表者所属（勤務先名等）は、共同研究者右肩に付した番号を書き、例１のように記入して所
属を入れて下さい。勤務先名は例₂のように省略して下さい。

　　　例₁　発表者所属　₁）東部家保　₂）AB 動物病院　₃）東大
　　　例₂　北海道大学→北大、日本大学→日大、日本獣医生命科学大学→日獣大
　　　　　　独立行政法人農業技術研究機構動物衛生研究所→動衛研、
　　　　　　衛生研究所→衛研、農水省動物検疫所→動検、
　　　　　　○○市生活衛生部食品衛生課→○○市食品衛生課、
　　　　　　○○県環境農政部畜産課→○○県畜産課、
　　　　　　○○食肉衛生検査所→○○食肉衛検
　⑷�　本文の記述は、10ポイント、明朝体を使用し、1,000字以内にまとめて下さい。書き始めは、

発表者所属から₁行（14ポイント）空けて下さい。
　　�　記述の見出しは、Ⅰ．はじめに、Ⅱ．材料及び方法、Ⅲ．成績、Ⅳ．考察の順で記載して下
さい。ただし、必ずしもこの見出しに限るものではありません。

　⑸　見出しの記号は、次の様式による。
　　　Ｉ　　　　₁　　　　⑴　　　　ア　　　　ア　　　　
　　　Ⅱ　　　　₁　　　　⑴　　　　ア　　　　ア　　　　
　⑹�　発表要旨の記載は、和文、口語体「である」調として、数字は算用数字を用い、度量換算はメー
トル、単位は、km、㎝、㎏などの記号を用いて下さい。人名、地名、学名などを英字で記載
する場合は、大文字、小文字、キャピタル、イタリック、ロマンなどの字体として下さい。

　　　環境依存文字は使わないで下さい。
　⑺　記載上の用語は、次のように統一します。
　　　我国→わが国、著者・筆者→演者、♂・♀→雄・雌、充分→十分、
　　　胎児→胎子、洗滌→洗浄、₃ヶ月→₃カ月、仔牛→子牛、行なった→行った、₃才→₃歳。
　⑻　平仮名にするものは、いっぽう、したがって、および、～のような、～することができる。
　　　漢字にするものは、その他、次に、及ぶ、従う。
　⑼　図表等は、適宜本文中に挿入し、図１、表１のように表記して下さい。

₁．学会で用意するパソコンを使用して下さい
　⑴�　発表用スライドは ､ Microsoft Windows 上で作動する「Microsoft PowerPoint2003～2010」で作
成し、記録媒体には必ず CD―R を使用し、すべての CDドライブで読み出しが出来るように
処理して下さい。なお、スライドサイズ指定は「35mm スライド」に設定して下さい。

発表用ファイルの作成方法および注意事項
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　　　また下記仕様についてＡ₄用紙に記入の上、同封して下さい。
　　　・使用OS　（例 ; Microsoft Windows 7）
　　　・使用ソフト（ファイル形式・拡張子 例；Microsoft PowerPoint（2003～2010 .ppt または .pptx）
　　　・動画の有無／動画再生のためのアプリケーションソフト
　　　・音声出力の有無
　　　・データ容量
　⑵�　ファイルを保存した CD-R には、学会名・演題名・所属名・発表者氏名・ファイル名・連
絡先を明記して、宅配便・ゆうパック等にて期限までに下記宛送付して下さい。（送料は自己負
担にてお願いします。）送付されたCD-Rは発表終了後に返却いたします。

　⑶�　提出頂いたデータは原則変更できません。ただし、データの誤り等でやむを得ず差替えの必
要が生じた場合は₈月22日（金）までにお知らせ下さい。

　　　それ以後の変更は出来ませんのでご注意下さい。
　　【CD-Rの送付先】

₂．その他
　⑴　後日、CD-R送付の有無、操作進行等についてお問い合わせする場合があります。
　⑵　ワイド画面で作成された場合は画面が切れる場合があります。注意して下さい。
　⑶　動作確認受付　₉月₇日（日）₉：00～13：00
　　　学会当日、発表の60 分前までには動作確認を行って下さい。
　　　なお、混み合う事が予想されますので、なるべくお早目にお済ませ下さい。

記入例　【例示：講演要旨（1,000字）作成様式】

〇〇〇〇〇〇〇〇　　･･･演題名＜14 ポイント、ゴシック体、左寄せ＞
空白一行＜14ポイント＞
･･･ 発表者＜12ポイント、明朝体、太字＞　　　　日獣太郎1、日獣花子12

･･･ 所属＜10.5ポイント、明朝体、右寄せ＞　　　１）○○動物病院・東京都、₂）△△大
空白一行＜ 14 ポイント＞
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 本文＜10ポイント、明朝体＞

株式会社タスプ　担当者: 箭内民生
〒174-0051　東京都板橋区小豆沢２－９－19
　　　　　　TEL：03-5970-3990　FAX：03-5970-3997
　　　　　　E-mail info ＠ tasp.co.jp
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会務報告

第₅回　理事会

　平成26年₃月26日（水）午後₁時30分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項を
審議した。

₁　会長挨拶
　�　本日は、年度末の理事会であり、新年度に向けての重要な事項を審議いただくこととなる。慎重な協議
をお願いしたい。

₂　報告事項
　　⑴　前理事会後に開催された委員会等に関する件
　　　　各委員長から委員会等の概要について次のとおり報告された。
　　　ア　公益社団法人移行記念新春懇談会
　　　　�　来賓を含め260名が参加し、記念講演と交流会を開催した。（₂月₆日）また、開催準備のため事前

に打合せ会議を開催した。（₁月22日）
　　　イ　ボウリング大会
　　　　　ボウリング同好会の協力により54名が参加して開催した。（₂月11日）
　　　ウ　狂犬病集合注射関係資材売買契約会
　　　　　必要資材等の売買契約について協議した。（₂月26日）
　　　エ　第₄回狂犬病予防委員会並びに第₂回班長会議
　　　　�　平成26年度集合狂犬病予防注射に係る注射実施者及び資材配布計画等について協議した。（₃月14日）
　　　オ　第₄回総務委員会
　　　　　平成25年度決算見込み並びに平成26年度予算案などについて協議した。（₃月19日）
　　⑵　業務執行理事職務執行状況に関する件
　　　　業務執行理事からそれぞれの職務について執行状況が報告された。

₃　決議事項
　　第１号議案　平成26年度集合狂犬病予防注射実施者の承認に関する件
　　　　　　　　平成26年度集合狂犬病予防注射実施者として申出のあった333名の全員が承認された。
　　第₂号議案　集合狂犬病予防注射実施班長の変更に関する件
　　　　　　　　西支部所沢班の班長の変更について承認された。
　　第₃号議案　平成25年度新入会員の承認に関する件
　　　　　　　　入会申込みのあった₂名（団体支部）の入会を承認した。
　　第４号議案　平成26年度会費・開業会費免除者の承認に関する件
　　　　　　　　支部長から申請のあった₂名について、開業会費の免除が承認された。

₄　協議事項
　　⑴　平成25年度事業収支決算見込みに関する件
　　　　現時点における収支決算の見込みについて報告し承認された。
　　⑵　平成26年度事業計画及び収支予算等に関する件
　　　　平成26年度予算における事業計画や事業内容などについて協議した。
　　⑶　その他
　　　次の事項について報告された。
　　　ア　日本獣医師会主催「医師会との連携推進特別委員会」について
　　　イ　「公務員獣医師の処遇改善等」に係る要請について
　　　ウ　集合狂犬病予防注射実施に係る市町村との契約締結状況について
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予　　告

南第一支部長　田中　　裕
南第二支部長　長澤　泰保

　南第一支部・南第二支部では₆月22日（日）に米国獣医病理学専門医であり、どうぶつの総合病院病理科の
近藤広孝先生をお招きして学術講習会を開催致します。小動物診療で必要不可欠となっている病理検査です
が、その反面意識的に勉強する機会の少ない学問かと思われます。そこで今回分かり易く、より身近に病理
検査を感じられるよう講演を依頼させて頂きました。
　多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　　平成26年₆月22日（日）

　　　　　　14：00～17：00
場　　所　　埼玉会館　7B　会議室（くすのき）

　　　　　　さいたま市浦和区高砂3-1-4
　　　　　　TEL：048-829-2471
演　　題　　「獣医病理学をもっと身近に感じるために
　　　　　　　～専門医の立場から～」
講　　師　　どうぶつの総合病院病理科　近藤広孝　先生
参 会 費　　埼玉県獣医師会会員　無料
　　　　　　会員以外の受講者　5,000円

南第一支部・南第二支部合同学術講習会のお知らせ
（ 獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小２（１））

埼玉県庁 
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第₆回　理事会
　平成26年₃月26日（水）午後₃時から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項を審議
した。

　決議事項

　　議案　平成26年度事業計画及び収支予算に関する件
　　　　�　平成26年度の事業計画及び収支予算について、事業計画、収支予算書、同内訳表などを基に審議

し、原案のとおり可決決定された。
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新　入　会　員

上
うえ

原
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　大
だい

地
ち

川越市在住
団体支部

支　部　名 氏　　　　　名 勤　務　先

団　体 上  原 　 大  地 　川越市・霞ヶ関動物外科クリニック

勤務部会

新入会員報告

広告
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埼玉県獣医師会に入会して
新入会員の抱負

東支部　加藤　雄大
（ゆう動物クリニック）

　一昨年より埼玉県獣医師会に入会させていただきました三郷市
在住の加藤雄大（かとうよしお）と申します。茨城県ひたちなか
市で生まれ育ち、平成１９年に日本獣医生命科学大学を卒業後、埼
玉県での代診を経て、平成２４年に三郷市で開業させていただきま
した。
　学生時代は友人たちとバイクでツーリングによく出かけていま
した。現在も、日常と離れた旅先での出会いや、その土地の自然
や食事を楽しみたく、家族旅行を毎年しています。
　早いもので開業して₃年目に入りましたが、当初より東支部や
吉川分会の先生方には特に大変良くしていただき、とても感謝い
たしております。私のような新入会員にも気さくに話しかけてい

ただき、地域社会における獣医師としてのあり方や、学術講習会等を通して最新の知識を学ばせていただい
ております。
　今後は、小動物の診療をする傍ら、埼玉県獣医師会の会員として、少しでも地域社会に貢献出来るよう努
力していきたいと考えています。まだまだ不慣れなことも多く、ご迷惑をおかけすることもあるかもしれま
せんが、今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

ひ　ろ　ば

旅先にて

　₃月23日（日）川越市南文化会館（ジョイフル）において、学術講習会を開催いたしました。
　今回は、東京大学　松木直章先生をお招きして「糖尿病疾患の診断と治療のアップデート」と題してご講演
をいただきました。
　現代人に非常に増えている糖尿病。飼い主様が持つ人の糖尿病の知識と、犬と猫の糖尿病その仕組みの違
いから診断治療に至るまで深くご教授いただきました。
　松木先生の人気はとても高く、当日は用意した会場に入りきらないほどたくさんの先生方に参加いただき
ました。特に、多くの獣医師会員外の先生に参加いただいたことは、公益法人としての役割からも、大変意
義のあるものであったと感じております。
　年度末、卒業シーズンでお忙しい中、貴重なご講演をいただきました松木先生に、深くお礼を申し上げる
と共に、参加下さったたくさんの先生方にも、合わせて感謝いたします。
　松木先生には来年度もシリーズとして、甲状腺および副腎をテーマに₂回の講演を予定しております。今
回同様たくさんの先生方のご参加をお待ちします。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南第一支部 南第二支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

６５名 5名 4名 1名 30名 1名 5名 11名 8名

西支部学術講習会開催報告
西支部学術委員　　矢萩　智男
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　本年₄月₁日付けの人事異動で新たに就任された埼玉県庁の幹部職員の皆様がそれぞれ来会され、髙橋三
男会長と懇談しました。
　髙橋会長は、埼玉県獣医師会の活動状況について説明し、獣医師会の運営について県行政当局に理解を求
めるとともに、引き続き、本会活動に対する支援を要請しました。

　来会者御芳名
　　農林部
　　　畜産安全課長　　　　中島一郎 様（前職 川越家畜保健衛生所長）

　　保健医療部
　　　部長　　　　　　　　石川　稔 様（前職 保健医療部副部長）
　　　副部長　　　　　　　児嶋辰男 様（前職 南西部地域振興センター所長）
　　　生活衛生課長　　　　黒﨑嘉子 様

　　環境部
　　　部長　　　　　　　　半田順春 様（前職 環境部副部長）
　　　みどり自然課長　　　野口典孝 様（前職 全国育樹祭課長）
　　　みどり自然課副課長　荒木恭志 様（前職 森づくり課主幹）
　　　みどり自然課主幹　　野澤裕子 様

県幹部職員の就任挨拶について

中島一郎畜産安全課長
（農林支部）

左から　黒﨑嘉子生活衛生課長（衛生支部）、髙橋三男会長、
　　　　石川稔保健医療部長、児嶋辰男同部副部長

左から　野澤裕子みどり自然課主幹（農林支部）、野口典孝
　　　　みどり自然課長、髙橋三男会長、半田順春環境部長、
　　　　荒木恭志みどり自然課副課長
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衛生支部会員の異動状況（退職者を含む）
【埼玉県】
　本課・保健所・衛生研究所・動物指導センター

課所名（所属） 職名 氏名 旧所属及び職名

食品安全課 主　　幹
主　　幹

坂梨　栄二
吉永　光宏

鴻巣保健所 生活衛生・薬事担当　担当部長
食品安全課 監視・食中毒担当　主幹

川口保健所 担当課長 徳永志帆子 川口保健所 食品監視担当　主任

朝霞保健所 担当部長
担当課長

倉島　美穂
牧野　美紀

狭山保健所 生活衛生・薬事担当　担当課長
春日部保健所 生活衛生 ･薬事担当　担当課長

春日部保健所 副 所 長
担当部長
担当課長
主　　任

中村　眞幸
猪野富美子
茂木　修一
望月　陽平

食肉衛生検査センター　副所長
加須保健所 生活衛生・薬事担当　担当課長
生活衛生課 総務・動物指導担当　主査
坂戸保健所 生活衛生・薬事担当　技師

鴻巣保健所 担当部長 山我　伸代 朝霞保健所 生活衛生・薬事担当　担当部長

狭山保健所 担当部長
担当課長

前野　直弘
笹本　　史

動物指導センター　担当課長
熊谷保健所 生活衛生・薬事担当　担当課長

加須保健所 主　　任 松崎　文秀 食肉衛生検査センター 北部支所 食肉検査担当　技師

熊谷保健所 副 所 長
担当部長
担当課長
専 門 員

山我　英夫
小林精一郎
川﨑　貴子
藤井　恵一

動物指導センター 南支所　支所長
春日部保健所 生活衛生・薬事担当　担当部長
坂戸保健所 生活衛生・薬事担当　担当課長

本庄保健所 担当部長
主　　任

小林　一義
持田　妙子

熊谷保健所 生活衛生・薬事担当　担当部長
秩父保健所 生活衛生・薬事担当　主任

秩父保健所 主　　 任 森　　芳紀 動物指導センター 指導課　技師

衛生研究所 主　　 任
主　　 任

塚本　展子
江原　勇登

食肉衛生検査センター 食肉検査担当白子分室　主任
狭山保健所 生活衛生・薬事担当　主任

動物指導センター 所　　 長
支 所 長
主　　 任
嘱託（非常勤）

三田　和正
笠木みどり
杉山　　郁
長谷川　隆

食品安全課　副課長
狭山保健所 生活衛生・薬事担当　担当部長
本庄保健所 生活衛生・薬事担当　技師
川越市保健所 食品・環境衛生課　課長

お 知 ら せ
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　食肉衛生検査センター

課所名（所属） 職名 氏名 旧所属及び職名

食肉衛生検査センター

　（精密検査担当）
　（食鳥検査担当）

　（食肉検査担当・川口分室）

　（食肉検査担当・白子分室）
　（食肉検査担当・越谷分室）

所　　長
副 所 長
担当課長
担当課長
主　　任
技　　師
専 門 員
担当課長
技     師
専 門 員
担当部長
専 門 員

久保　忠直
篠宮　哲彦
土井　りえ
佐近　早苗
横田　裕美
石原　拡樹
武井　宏一
天野　光彦
田中　美帆
服部　静司
木下　正保
伊藤　　学

動物指導センター　所長
さいたま市保健所食品衛生課　課長
食肉衛生検査センター 精密検査担当　主任
食肉衛生検査センター 食鳥検査担当　主任
食肉衛生検査センター 精密検査担当　主任
食肉衛生検査センター 越谷分室　技師
食肉衛生検査センター 食鳥検査担当　担当課長
狭山保健所 食品監視担当　担当課長
草加保健所 生活衛生・薬事担当　技師
食肉衛生検査センター 川口分室　担当部長
食品安全課 特別監視担当　主幹
食肉衛生検査センター 越谷分室　担当部長

 北部支所	
　（食肉検査担当） 専 門 員 小暮　孝之 本庄保健所 生活衛生・薬事担当　担当部長

＜退職＞
　　橋本　勝弘（食肉衛生検査センター　所長）
　　増谷　壽彦（衛生研究所 食品媒介感染症担当　専門研究員
　　武井　宏一（食肉衛生検査センター 食鳥検査担当　担当課長）　→　再任用（食肉衛生検査センター）
　　服部　静司（食肉衛生検査センター 川口分室　担当部長）　→　再任用（食肉衛生検査センター）
　　伊藤　　学（食肉衛生検査センター 越谷分室　担当部長）　→　再任用（食肉衛生検査センター）	
　　小暮　孝之（本庄保健所 生活衛生・薬事担当　担当部長）　→　再任用（食肉衛生検査センター）

＜退職＞
　　伊藤　真理（さいたま市保健所　係長）

＜退職＞
　　長谷川　隆（川越市保健所 食品・環境衛生課　課長）　→ 埼玉県動物指導センター（嘱託）

【さいたま市（保健福祉局）】

【川越市】

課所名（所属） 職名 氏名 旧所属及び職名

食品衛生課 課 長 長谷部　俊 埼玉県鴻巣保健所 生活衛生・薬事担当　担当部長

食肉衛生検査所　食肉検
査係

所長補佐
兼 係 長

中嶋　　洋 食肉衛生検査所 食肉検査係　係長

健康科学研究センター
　（食品化学課）
　（生活科学課）

係 長
主 査

近藤　貴英
土屋　彰彦

食品化学課　主査
保健所 食品衛生課　主任

課所名（所属） 職名 氏名 旧所属及び職名

保健所 主 幹 武田　泰幸 保健所 食品・環境衛生課　主査
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農林支部会員の異動状況（退職者を含む）
課所名（所属） 職名 氏名 旧所属及び職名

畜産安全課

　（畜産振興担当）

課 長
副 課 長
主 幹
主 査
主 任
主 任

中島　一郎
丸山　盛司
堀井菜摘子
清水　博之
土門　尚貴
田代　卓也

川越家畜保健衛生所　所長
畜産安全課　主幹
川越家畜保健衛生所　担当部長
畜産安全課　主任
中央家畜保健衛生所　主任
熊谷家畜保健衛生所　主任

中央家畜保健衛生所
　（家畜防疫担当）

　（病性鑑定担当）
　（畜産支援・安全対策担当）

副 所 長
担当課長
担当課長
技 師
担当部長
担当課長
主 任

小川　　実
渡辺　志保
吉田　輝美
中井　悠華
山田　　均
青山　達也
平田　圭子

県営競技事務所付浦和競馬組合　野田管理事務所長
川越家畜保健衛生所　担当課長
中央家畜保健衛生所　主任
中央家畜保健衛生所　技師
熊谷家畜保健衛生所　担当部長
中央家畜保健衛生所　主任
川越家畜保健衛生所　主任

川越家畜保健衛生所
　（家畜防疫担当）

　（畜産支援・安全対策担当）

所 長
担当部長
専 門 員
担当部長

須賀　幸司
木下　明子
金子　保之
落合　　晋

県営競技事務所付浦和競馬組合　業務課長
中央家畜保健衛生所　担当部長
熊谷家畜保健衛生所　所長
川越農林振興センター　担当部長

熊谷家畜保健衛生所

　（家畜防疫担当）

　（畜産支援・安全対策担当）

所 長
副 所 長
担当部長
担当課長
主 任
専 門 員
担当課長
担当課長

岩田　信之
斉藤　良幸
窪田　美佳
平田　文吾
宮田　　基
鈴木　　智
山岸　聡美
河津　理子

畜産安全課　副課長
熊谷家畜保健衛生所　担当部長
畜産安全課　主査
中央家畜保健衛生所　担当課長
畜産安全課　主任
秩父高原牧場　担当部長
食肉衛生検査センター　主任
畜産安全課　主任

農林総合研究センター
　（企画担当）
畜産研究所

専門研究員
所 長

吉田　　香
吉野　賢一

熊谷家畜保健衛生所　主任
中央家畜保健衛生所　副所長

秩父高原牧場
　（育成・ふれあい担当） 担当部長

担当課長
担当課長

高田新一郎
福田　昌治
原嶋　敦司

秩父高原牧場　担当課長
熊谷家畜保健衛生所　担当課長
春日部保健所　担当課長

川越農林振興センター
　（地域支援担当） 担当部長 田中　美貴 熊谷家畜保健衛生所　担当課長

埼玉県浦和競馬組合
　（業務課）
　（野田管理事務所）

課 長
所 長

島野　知二
宇田川浩一

熊谷家畜保健衛生所　副所長
秩父高原牧場　担当部長

＜退職＞
北野　俊明（東松山農林振興センター　所長）
梅澤　正親（畜産安全課　課長）
金子　保之（熊谷家畜保健衛生所　所長）　→　再任用（川越家畜保健衛生所）
鴻巣　　泰（農林総合研究センター畜産研究所　所長）
鈴木　　智（秩父高原牧場　担当部長）　→　再任用（熊谷家畜保健衛生所）
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春季合同学会参加登録費の助成等について
第８８回獣医麻酔外科学会・第１００回日本獣医循環器学会・

第５５回日本獣医画像診断学会

　標記合同学会がさいたま市内において開催されるに当たり、本会では会員の獣医学術の
研鑽向上のため、参加登録費の軽減並びに参加登録費の一部助成措置を講じることとなり
ました。
　つきましては、下記にご留意の上、参加登録等事務手続きをお願いします。
１　合同学会の内容　（詳細は、本会報に同封のパンフレットをご覧下さい。）
　（₁）開催月日　平成２６年₆月１４日（土）～₆月１５日（日）
　（₂）会 　 場　さいたま市　大宮ソニックシティ　
　（₃）大 会 長　第８８回獣医麻酔外科学会　　　西村亮平（東京大学）
　　　　　　　　第１００回日本獣医循環器学会　 桑原正貴（東京大学）
　　　　　　　　第５５回日本獣医画像診断学会　望月　学（東京大学）
　（₄）後　　援　　公益社団法人　埼玉県獣医師会
₂　助成措置等の内容

　（₁）参加登録費の軽減　（全ての会員が適用となります。）

　　　埼玉県獣医師会会員については、次のとおり軽減されます。（抄録代を含む。）
　　　◎　事前登録　学会非会員　14,000円→10,000円（学会の会員と同額となります。）
　　　◎　当日登録　学会非会員　16,000円→12,000円（　　　　　同　　上 　　　　）  
　　　※�　同封の振込用紙にて「事前登録費」の振込みを行う場合には、必ず、「後援獣医師

会」欄に「○」を付けて下さい。
　　　　振込先　　ゆうちょ銀行　口座番号　00130－3－639016
　　　　　　　　　　　　　　　　口 座 名　2014年春季合同学会
　　　　事前登録振込期限　平成２６年₅月３１日（土）まで　　　　　
　（₂）参加登録費の助成（開業支部会員のみ適用となります。）

　　　�　埼玉県獣医師会開業支部会員については、参加登録費の軽減とともに、参加登録
費の一部も助成されます。

　　　◎　助成金額　一人当たり、5,000円（当日、学会の受付終了後、埼玉県獣医師会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーナーまでおいで下さい）
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　本会では、会員の福利・厚生並びに獣医療推進の一環として、「埼玉りそな銀行」及び「武蔵野銀行」と
金利等、融資条件の優遇措置を内容とした「提携ローン」を用意しておりますが、年度の当初に当たり、下
記のとおり提携先の両行からご案内通知がありましたのでお知らせします。
　なお、融資条件等の詳細について、またご利用に当たっては、獣医師会長の「紹介状」が必要ですので、
ご検討等される場合には、獣医師会事務局までご相談下さい。

①　株式会社埼玉りそな銀行

� 平成26年₄月₁日
公益社団法人　埼玉県獣医師会 御中
� 株式会社　埼玉りそな銀行
 

お　知　ら　せ

拝　啓
　貴会ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　平素は弊社に格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、弊社では、貴会との提携によります「住宅ローン」につきまして、期間限定にて下記条件で
のお申込受付をさせて頂きます。
　今後とも、貴会のお役に立てますよう努力を重ねて参る所存でございますので、よろしくお願い申
し上げます。
� 敬　具

記

※その他条件は貴会との提携ローン契約に準じます 

※各種プランによっては、上記金利以上の優遇をご利用頂ける場合がございます

� 以 上

埼玉県獣医師会提携ローンについて

項　　目 内　　容

対象住宅ローン ・変動金利型住宅ローン
・固定金利選択型住宅ローン

金 利 内 容
変動金利型住宅ローン　　　　標準金利　△1.4％
固定金利選択型住宅ローン　　標準金利　△1.4％
　　　　　　　　　　　　　　　　（ご利用全期間）

お 取 扱 期 間
本日～平成26年₉月30日お申込受付分まで
（「保証委託申込書」の「お申込日」が平成26年₉月30日までのものとさ
せて頂きます。）
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� 平成26年₄月₁日
公益社団法人　埼玉県獣医師会　御中
� 株式会社　武蔵野銀行　　　　
� 営業推進部　医療・福祉チーム

お知らせ

　弊行では、貴会との提携によります会員の皆様向けに「むさしの獣医師会ローン」（運転資金・設
備資金）の取り扱いをしております。つきましては、新規の資金調達を是非ともこの機会にご検討し
ていただきますよう、よろしくお願い申し上げます。なお、商品の詳しい内容につきましては、各店
窓口までお問い合わせ下さい。
　今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
� 以　上

②株式会社　武蔵野銀行
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見えぬ敵　制圧に全力
苦い経験　初動に生かす
熊本で鳥インフルエンザ

　熊本県多良木町の養鶏場で、国内では₃年ぶり

となる鳥インフルエンザが発生した。今年に入り

韓国で被害が続き、渡り鳥からの感染を警戒して

いたさなか。関係者の頭をよぎるのは、西日本を

中心に被害を広げ、混乱に陥った₃年前の苦い経

験だ。政府は教訓を生かし、国を挙げてウイルス

という「見えない敵」を制圧する封じ込め作戦を

急ぐ。

■最速ぺース

　「１棟の鶏舎で、通常より死ぬ鶏の数が増えて

いる」。12日午後₃時半、多良木町の養鶏場から、

県の城南家畜保健衛生所への第一報が入った。通

常、この養鶏場で１日に死ぬ鶏は10 ～ 20羽。だ

が11日朝までの24時間に34羽、翌12日朝までは

200羽以上に膨れ上がった。

　農林水産省が通報を求めているのは「１日の平

均死亡率の₂倍以上」があった時だ。「農家はルー

ルを知っており、だからこそ通報した。熊本県の

切り抜きニュース 対応も素早かった」と農水省の担当者は評価す

る。今回、県は13日から夜通しで11万羽超を殺処

分しており「最速のペース」という。

■不備

　国内で前回発生したのは2010年11月～ 11年₃

月だった。農水省によると、被害は千葉から鹿児

島までの₉県に及び、24農場で約183万羽が殺処

分された。

　当時、養鶏場に設置していた野鳥の侵入防止

ネットに大きな穴が見つかるなど、養鶏場の対策

の不備が問題になった。日ごろの取り組みが重要

だと痛感した農水省は対策を強化。ことし１月17

日、韓国で発生すると「渡り鳥の飛来シーズンで、

ウイルスが日本に持ち込まれる可能性は高い」と

判断し、その日のうちに対策徹底を求める文書を

都道府県に出した。

　今回、発生した養鶏場でも防止ネットを張るな

どの対策を講じていたが、防げなかった。農水省

の担当者は「相手はウイルス。ネズミやハエが持

ち込むこともあり、100パーセントはない」と話す。

　農水省は今後、感染経路の特定と被害拡大防止

に全力を挙げる方針だ。初動の対応が早かったた

め「ほかに広がっている可能性は少ないとみて大

鳥インフルエンザが発生した養鶏場で、消毒を受ける熊本
県の職員ら＝14日午後₃時₇分、熊本県多良木町で共同通
信社へリから
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丈夫だろう」と楽観的だが、経路の特定には時間

がかかり、被害が熊本県にとどまるとは限らな

い。感染が広がれば鶏肉や卵の供給に支障が出

て、価格上昇の恐れもある。

■地球規模

　「かつてないほど地球全体で汚染が広がってお

り、安心できない」。京都産業大鳥インフルエン

ザ研究センター長の大槻公一さん（獣医微生物

学）は強調する。アジアでは03年の大発生以来、

各地で感染が続き、発生頻度も上昇。欧州やアフ

リカにも感染が及ぶ。

　大槻さんはウイルスのタイプに注目。アジアな

どに広がるＨ₅Ｎ１型ならこの時期、南から北へ

帰る途中の渡り鳥が感染源となり得る。韓国で流

行しているＨ₅Ｎ₈型なら、季節によらず韓国か

ら飛来する野鳥の可能性がある。「南からの渡り

鳥は日本全域に立ち寄り、韓国からの野鳥は西日

本に飛来する可能性がある。各地で警戒が必要

だ」と指摘する。

　今回の養鶏場や熊本県の初動対応は「非常に良

かった」とする一方で「感染したということは、

どこかに穴があったはず。日頃の対策も本当に完

全にできていたか、行政はきちんと検証し、指導

し直す必要がある」と話している。

� ２０１４年₄月１５日　埼玉新聞

日豪首脳ＥＰＡ合意
牛肉関税引き下げへ

　安倍晋三首相は₇日、東京都内でオーストラリ

アのアボット首相と会談し、経済連携協定（EPA）

の締結で大筋合意した。安倍首相は会談後、「貿

易、投資を促進する極めて重要な枠組みだ。可能

な限り早期の署名に向けて作業を迅速に進める」

と述べた。

　オーストラリア産牛肉の関税引き下げや日本車

の輸入関税撤廃を盛り込んだ。日本は現在３８．５％

の牛肉関税を段階的に引き下げ、冷凍品は協定発

効から18年目に１９．５％、冷蔵は15年目に２３．５％と

する。輸入が一定量を超えた分は関税を３８．５％に

戻す。

　政府は安価な牛肉が国内市場に流入する事態に

備え、畜産者向けの対策の検討に乗り出す。

　牛肉関税を引き下げる見返りに、オーストラリ

アは日本車の関税撤廃に応じる。オーストラリア

は現在、日本車に５．０％の関税を課している。

　牛肉関税が下がると、オーストラリア産は、日

本市場で競合する米国産に対して価格面で有利に

なる。政府は、環太平洋連携協定（TPP）交渉で強

硬に関税撤廃を主張する米国の譲歩を引き出す効

果を狙っている。

　2007年₄月に始まった EPA交渉は、₇年かけ

て大筋合意に達した。日本が農業大国と結ぶ初の

協定となる。今夏で調整している安倍首相のオー

ストラリア訪問での署名を目指す。双方の国内手

続きが順調に進んだ場合、早ければ15年中にも協

定が発効する。

　冷蔵牛肉は国産牛肉の一部と競合するため、関

税の下げ幅を冷凍よりも小さくしたいとの日本の

主張をオーストラリアが受け入れた。

　オーストラリアは当初、牛肉関税を半分の

１９．２５％にするよう求め、30％台を維持したい日

本との攻防が続いていた。

　アボット首相は、国家安全保障会議（NSC）関係

閣僚会合に参加した。首脳会談でアジア太平洋地

域の安全保障に関しても意見交換した。

�2014 年₄月₈日　埼玉新聞
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平成２6年度埼玉県獣医師会学術広報版

年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
₆月１４日㈯
　～１５日㈰

第８８回獣医麻酔外科学会／第１００回日本獣医循環器学会／第５５回日本獣医画像診断学会
２０１４春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₆月２２日㈰

南第一支部・南第二支部
　「獣医病理学をもっと身近に感じるために
～専門医の立場から～」
　どうぶつの総合病院病理科　近藤広孝　先生
　（さいたま市　埼玉会館）

₈月24日㈰
さいたま市支部
　「演題：未定」
　岩永孝治　先生
　（場所：未定）

₈月24日㈰

東支部
　「演題：未定」
　日本小動物医療センター総合診療科・
　消化器科　中島亘　先生
　（久喜市　久喜総合文化会館）

₉月７日㈰ 平成２６年度　関東・東京合同地区獣医師大会（山梨）獣医学術関東・東京合同地区学会
（山梨県中巨摩郡昭和町　アピオ）

₉月21日㈰
東支部
　「演題：未定」
　どうぶつ眼科eye vet　小林一郎　先生
　（越谷市　越谷サンシティ）

（予定）
１０月19日㈰

西支部
　「内分泌を極める　副腎」
　東京大学　松木直章　先生　
　（川越市　川越南文化会館）

（予定）
１０月26日㈰

北支部・八日会
　「演題：未定」
　枝村一弥　先生
 　（場所：未定）

１０月26日㈰

東支部
　「演題：未定」
　コーネル大学獣医外科学
　アソシエイトプロフェッサー
　林慶　先生
　（越谷市　越谷サンシティ）

１0月
北支部・八日会
　「演題：未定」
　講師：未定
　（場所：未定）

（予定）
１１月21日㈮

西支部
　「内分泌を極める　甲状腺」
　東京大学　松木直章　先生　
　（川越市　川越南文化会館）

１2月
農林支部
　平成26年度
　埼玉県家畜保健衛生業績発
　表会

平成２7年
₂月₁日㈰

さいたま市支部
　「演題：未定」
　近藤　広孝　先生
　（場所：未定）

₂月13日㈮
　～15日㈰

平成２６年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（岡山）
（岡山市　岡山コンベンションセンターほか）

₂月 農林支部
　関東甲信越家保業績発表会

衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₃月
西支部
　「演題：未定」
　講師：未定
　（場所：未定）

（平成２６年₄月２０日現在）
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₃月23日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

₃月24日　埼玉県オーエスキー病防疫協議会（さ
いたま市　埼玉会館）

₃月26日　第₅回理事会・第₆回理事会（さいた
ま市　埼玉県農業共済会館）

₄月₈日　埼玉県保健医療部長等就任挨拶（さい
たま市　埼玉県獣医師会事務局）

₄月17日　埼玉県環境部長等就任挨拶（さいたま
市　埼玉県獣医師会事務局）

₄月20日　平成26年度第₁回関東・東京合同地区
獣医師会理事会・幹事会（山梨県甲府
市　ニュー芙蓉）

₄月23日　さいたま商工会議所設立10周年記念式
　　　　　典（さいたま市　大宮ソニックシティ）
₄月25日　第₂回狂犬病予防体制整備特別委員会

（東京都港区　日本獣医師会）
₅月₁日　埼玉県獣医師会監事監査（さいたま市
　　　　　埼玉県農業共済会館）
₅月₁日　第₁回獣医事調査委員会（さいたま市
　　　　　埼玉県農業共済会館）
₅月₈日　第₁回総務委員会（さいたま市　埼玉
　　　　　県農業共済会館）
₅月12日　埼玉新聞「味な出逢い」取材（熊谷市　

ホテルヘリテイジ）
₅月15日　第₁回理事会（さいたま市　埼玉県農

業共済会館）
₅月16日　埼玉県畜産会理事会（熊谷市　埼玉県

農林総合研究センター）
₅月25日　さいたま市支部総会（さいたま市　ブ
　　　　　リランテ武蔵野）
₅月25日　南第一支部総会（さいたま市　浦和ロ

イヤルパインズホテル）
₅月25日　東支部総会（越谷市　越谷サンシティ）
₅月28日　西支部総会（東松山市　紫雲閣）
₅月28日　北支部総会（深谷市　埼玉グランドホ
　　　　　テル深谷）
₅月28日　日本獣医師会第₁回理事会（東京都港

区　日本獣医師会）
₅月30日　南第二支部総会（北本市　中丸公民館）
₆月₆日　埼玉県畜産会第59回通常総会（熊谷市
　　　　　埼玉県農林総合研究センター）
₆月10日　埼玉県農業共済組合連合会第66回通常

総会（さいたま市　埼玉県農業共済会
館）

₆月11日　埼玉県獣医師会第66回定時総会（さい
たま市　大宮ラフォーレ清水園）

₆月14日～15日　第88回獣医麻酔外科学会・第
100回日本獣医循環器学会・第55回日
本獣医画像診断学会　2014春季合同学
会（さいたま市　大宮ソニックシテイ）

₆月22日　南第一支部・南第二支部合同学術講習
会（さいたま市　埼玉会館）

₆月26日　日本獣医師会第₁回全国獣医師会会長
会議（東京都港区　明治記念館）

₆月27日　日本獣医師会第₂回理事会（東京都港
　　　　　区　明治記念館）
₆月27日　日本獣医師会第71回通常総会（東京都
　　　　　港区　明治記念館）
₇月13日　平成26年度第₂回関東・東京合同地区

獣医師会理事会・幹事会（山梨県甲府
市　ニュー芙蓉）

₇月18日　日本獣医師会全国獣医師会事務・事業
推進会議（兵庫県神戸市　神戸ポート
ピアホテル）

₈月24日　さいたま市支部学術講習会（場所　未
　　　　　定）
₈月24日　東支部学術講習会（久喜市　久喜総合

文化会館）
₉月₇日　平成26年度関東・東京合同地区獣医師

大会（山梨）（山梨県中巨摩郡昭和町　
アピオ）

₉月21日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

10月₃日　日本獣医師会第₂回全国獣医師会会長
会議（場所　未定）

10月₄日　日本獣医師会主催2014動物感謝デー
　　　　　 in JAPAN
10月13日（予定）第37回埼玉県獣医師会ソフトボー

ル大会（吉見町　吉見総合運動公園）
10月19日（予定）西支部学術講習会（川越市　川越

南文化会館）
10月26日（予定）北支部・八日会合同学術研修会（場

所　未定）
10月26日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン

シティ）
11月21日（予定）西支部学術講習会（川越市　川越

南文化会館）
平成27年
₂月₁日　さいたま市支部学術講習会（場所　未
　　　　　定）
₂月13日～15日　平成26年度日本獣医師会獣医学

術学会年次大会（岡山）（岡山県岡山市
岡山コンベンションセンターほか）

事　務　局　メ　モ

ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

事務局より
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　今年は、桜の開花とともに新年度の幕開けと
なりました。集合狂犬病予防注射に従事する会
員の皆様にとって天候は、最大関心事となり、
テレビやインターネットの天気図や気象予報に
注目の毎日です。幸い今年は比較的天候に恵ま
れていますので、無事に事業が進みますように
と心ひそかに願っています。雨は屋外事業に
とっては困りものですが、春、晩春の雨は、稲
をはじめ様々な穀物の芽吹きを促す雨であり、
穀雨とも呼ばれます。杜甫の詩に、『好雨　時
節を知り、春に当たりて乃ち発生す』とあるそ
うです。蛇足ながら『よい雨が時節を心得て、
春になると降りだし万物をはぐくむ』と読むそ
うです。遠く江南の地も日本列島も天気図で見
ると前線で繋がっていることを見ると、古代に
おける稲作の伝来や人々の渡来に思いが馳せま
す。大陸に隋帝国が成立すると、その影響は周
辺におよび朝鮮半島では統一新羅が建国され、
列島では推古天皇・聖徳太子の国家形成期を迎
えました。国家形成とともに国境は閉ざされ、
それまでのような人々の自由な流動は止まり、
国家の枠の中での営みとなり、独自の文化を形
成するようになりました。その結果、人種は同
一であっても民族は異なることとなり、それぞ
れの同胞の利益を守るため、相争い千数百年後
の今日では互いに理解することさえも困難な時
を迎えました。
　『夫
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有
あ

るなり。』は李白（701～762）の詩で
すが、芭蕉や井原西鶴に影響し、我々日本人の
人生観や自然観の底流をなすものといえましょ
う。本来互いに理解できる文化を共有しながら
も、国家や民族の利益・壁によって率直な交流
が阻害される悲劇を感じます。
　春は新人を迎えるとともに、定年を迎えた

人々を送る季節でもあります。本号に掲載の県
職員の方々の異動の中に懐かしい人の名があり
ました。昭和６０年当時のオーエスキー病県内初
発生の時、農水省の淘汰方針と厚労省の病畜搬
入を認めない方針のはざ間で現場は大変難渋し
ていました。その際、現場の屠畜検査員であっ
た先生の協力により難問を解決しました。その
後、先生は農林部や衛研へと転勤され今年定年
を迎えられました。名前をお見かけしたとき鮮
やかに当時のことが甦りました。在任中のご指
導やご助力に対し心より感謝申し上げたいと思
います。また、著者が当時大学院生のころ、入
学試験のお手伝いで試験監督補助をしていた
時、偶然故郷埼玉の進学校、浦和高等学校の徽
章を付けた初々しい高校生を見つけ思わず声を
かけました。彼はその後入学し、同窓となり埼
玉県に入庁しこの春定年を迎えたようでした。
在学中や在職中ともに仕事を共有することもな
く過ごしましたが、脳裏にある入学試験の日の
彼の姿は今でも鮮明です。退職後の第二の人生
にも幸多かれと祈念申し上げます。同様に、永
年県に奉職され無事に定年を迎えられた多くの
会員の先生方に敬意を表するとともに第二の人
生の充実と完成を心より祈念申し上げます。今
後も、獣医師会に在籍されそれまでの経験と学
識を以て、ご指導いただければこれに勝る光栄
はありません。何卒よろしくお願いいたします。
　獣医師としての出発点は同じであっても、異
なる職域で４０年近く生活すると獣医師文化の違
いは民族間くらいあるかもしれません。生命科
学を基礎とする獣医学は、現実的課題としては、
鳥インフルエンザやPEDといった社会的な事
案に対し総力を挙げて対処して社会の期待に応
じたいものです。獣医師会は世代や職域を超え
た連携を構築し埼玉県民や社会に貢献したいも
のです。� （初雁）

編　集　後　記
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